
7月 6日 (土 )、 令和元年度松井まちづくり協議会定期総会、夏季セミナー及び夏季交流懇談会
が、松井まちづくリセンターホールにおいて開催されました。

令和に入り最初となつた本年度の定期総会に、構成団体 口関係機関代表者のほか、自治会・町内

会からの参加や一般参加を含め、167名の地域の方々が集まりました。
この総会に、夏季セミナーと夏季交流懇談会を合わせた 3部構成の夏のイベントは、「みんなで
参加する地域づくり、絆づくり」をス回―ガンとした協議会活動の原点として、5年前の設立当初
から継続して開催されています。

一 長 いさつ一
総会の冒頭で、まず安田敏男会長から、基

調報告を兼ねたあいさつがありました。

続いて議事に移り、平成 30年度事業報告、
会計報告、監査報告、一部役員選任案が全会
一致で承認されました。

また、令和元年度事業計画案、及び予算案
についても、質疑応答を経て、全会一致で可

決されました。

議事の後は、文化歴史 ロ

自然環境遺産認定事業に

ご協力をいただいた方々に

対 し、感謝状の贈呈が行

われました。当日ご出席の
感謝1犬を受ける内野さん・内野正幸さん (上安松地蔵
森田センター長  尊)、 および松井まちづく
リセンター ロ森田喜良センター長 (松井中学校

跡)に感謝状が贈呈されたほか、ご欠席の越
阪部勇人さん (長屋門 口牛沼大けやき)、 池田

シノ子さん (下安松遺跡)、 中村市男さん (和

田延命地蔵尊)には、後日お渡しすることが紹
介されました。

なお、本年度の役員は、次のとおりです。

松井まちづ くり協議会

は、市内で 4番 目の地域づ
くり協議会として発足して

以来、松井地区の団結力を

発揮 して、『自治交流』『健

康福祉』『安心安全』『環境

自然』『文化体育』の 5部会
による様々な新事業に取り

組んできました。特に、松

井の文化歴史や自然環境を後世に継承するた

めの「遺産認定事業」は、各方面から高い評価

をいただいております。また福祉分野でも、構

成団体である松井地区社会福祉協議会が、
「ちょこつと相談」や「サロン助成事業」など

顕著な活動を展開しております。個性の強い

人々が、適度な距離を保ちながら、気取らず飾

らず熱く語り合い、行動していくことが、まち
づくり協議会活動の原点と私は考えておりま

す。これからも、『テーマはにんげん』をキャッ

チコピーに、地区のみんなで仲良く、たまには

言い合いしながらでも頑張つていくことをお誓
い申し上げ、あいさつとさせていただきます。

定 期 総 会 終 了 後、「C00L

JAPAN FORES丁 構想」をテーマ

に、夏季セミナーが開催され

ました。

今回は、完成間近の「ところ

ざわサクラタウン」を取り上げ、所沢市経営企

画課職員が建設計画の内容や進捗状況、開設

後の利用方法などについて講義を行いました。

松井地区に建設される施設だけに、参加者か

らは「完成が楽しみになつた」などの声が多く

聞かれました。
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